
現象の仕組み（現象から感じ取ったこと）を表現するモデル図指導についての実践

第５学年「もののとけ方」
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１ 単元計画（全１２時間 本時３・４／１２）

次 時 児童の学習活動

第一次 １ 水溶液とは何かを話し合い，理解する。

水溶液の重さ ２ 電子てんびんや上皿てんびんの正しい使い方を知り，使えるようになる。

３・４
溶解前後の重さを比べる。

本時

第二次 １ メスシリンダーの使い方を理解し，正確に水の量をはかれるようになる。

水にとける ２・３ 食塩は水に限りなく溶けるかどうか調べる。

ものの量 ４ ホウ酸が水に溶ける量には限りがあるのか調べる。

５・６ 溶け残った食塩やホウ酸を溶かす方法を話し合い，実験する。

第三次

とかしたものの １・２ 温度変化や水の蒸発により，溶かした物を取り出す。

取り出し方

２ 本時の目標

一定量の量の水に対して溶けるホウ酸の量を調べる活動を通して，ホウ酸にも溶ける量の限りがある

ことや，ものによって溶ける量に違いがあることを理解できる。

３ 授業の実際

児童の学習活動や主な反応 具体的な指導（理科授業のポイント）

１ 教師の演示を見る。 ○ 500 ｍｌの清涼飲料水の重さが，500 ｇを超え
ていることから，溶けている砂糖などの重さに

着目させ，学習問題につなげる。

○ビーカーの重さも事前にはかり，中の液体の重

さだけであることを確認する。

水が 500ｍｌということは，重さは 500ｇの
はずだけど…。ジュースには砂糖が入ってる

２ 学習問題を立てる。 はずだし…。増えたる分は溶けた砂糖では…。

水にとけたものは見えなくなったが，なくなってしまったのだろうか。

３ 仮説を立てる。

４ 実験計画・実験する。

６ 結果を交流する。

７ 考察する。

食塩水の重さは，とかした食塩と水の重さをあわせた重さと同じだった。

つまり，ものはとけて見えなくても，水の中にあるということが言える。



８ 今日の学習で分かったことを図に表す。

（１）分かったことを確認する。 ○単元を通

・食塩水の重さ＝とかした食塩の重さ＋水の重さ して「水

・とけた食塩は見えないが，水の中にある を○，食

塩を□」

と捉えさ

せる。

○分かった

ことを確

認し，モ

デル図の

ポイント

を意識さ

せる。

○抽出図を

もとに，

全体で話

し合わせ

たい。

資料１ Ａ児のモデル図 資料２ Ｂ児のモデル図

４ 考察

学習を通してして理解したこと（科学的なきまり）をモデル図に表すことができることは，その科学

的なきまりを単なる知識としてとらえるだけでなく，現象の仕組みまでもを理解していることを見取っ

たり，化学的な考え方（物質が溶解することについての）の不思議さ・楽しさにふれさせたりすること

につながると考えるからである。しかし，これまでの実践から，「今日学習したことをモデル図に表し

てみよう」などのような漠然とした指示では，現象の条件を満たしていない図になってしまうばかりか，

書き出せない児童も見られた。

今回の実践では，「分かったことを確認することで，図に表すポイントを共通理解させる」という指

示のもとに取り組ませた。資料１からは，「食塩が水に溶かされている」ことをモデルの大きさの違い

で，「視覚的には分からないが食塩が存在する」ことを吹き出しで表現しようとしていることがうかが

える。また水溶液の基本的な概念である均一性についても，ビーカー全体的にモデルを配置していると

ころからうかがえる。

資料 2 からは，「視覚的に分からない食塩の存在」を点線の食塩モデルで表現しているところに工夫
がうかがえる。また，「均一性」についても意識がうかがえる。しかし，本来ならば「水と結び付くこ

とで溶けて見えなくなる」のだが，「結び付く前に見えなくなっている」モデルが存在しているところ

に，理解の不十分さが見受けられる。
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